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凍
解
け
の
ぬ
か
る
ん
だ
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
、
犯
人
が
一
斉
に
ス

タ
i
ト
し
た
。

ア
ツ
転
ん
だ
。
背
中
を
踏
ま

れ
た
。
起
き
上
が
っ
て
必
死
で

走
る
。
一
人
遣
い
ぬ
き
。
一
一
人

追
い
ぬ
き
。
八
ア
1

ツ
、
八
ア

ツ
。
も
う
す
ぐ
妹
だ
。

「
祐
子
、
お
顔
い
。
お
姉
ち
ゃ

ん
の
分
も
議
張
っ
て
」

「
あ
と
は
在
せ
お
姉
ち
ゃ

ん
。
糟
一
杯
走
る
庁
ら
い

こ
ん
な
会
誌
を
す
る
時
間
は

ニ
人
に
は
な
い
は
す
。

で
も
、
タ
ス
キ
に
託
し
た
姉

の
心
は
、
確
か
に
妹
に
伝
わ
っ

た
時
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
は
、
八

ブ
ニ
ン
、
ク
の
中
に
も
素
敵
な
感

動
を
演
出
し
て
く
れ
る
。

タ
ス
キ
に
託
す
心

什
見
辺
自
由
ふ
く
し
ま
郎
総
低
か
ら

〈
関
連
記
事

2
・
3
ベ
i
ジ
)



旦盟旦

." 
雪量
司暗圏F

行
月
2
5
〈
日
〉
に
自
潟
市
か
ち
福
島
市
ま
で
の
閉
ヰ
口
の
区
鰐
で
行
わ
れ

た
第
4
邑
ふ
く
し
ま
叡
告
に
、
玉
川
村
選
手
盟
も
出
場
し
大
健
関
し
ま
し
た
。

玉
川
村
の
総
合
会
イ
ム
は
S
時
笥
2
分
問
秒
で
、
な
ん
と
昨
年
よ
り
叩
分
布
秒

も
短
縮
し
て
い
ま
す
む
総
合
瀬
位
で
は
昨
年
よ
り
4
位
上
が
っ
て
印
位
、
合
年
か

ち
設
け
ら
れ
た
村
の
部
で
は
時
位
と
、
着
実
に
瀬
位
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
今
年
の
玉
川
村
の
タ
イ
ム
を
昨
年
の
総
合
成
績
に
あ
て
は
め
る
と
初
笹

に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
と
か
う
、
い
か
に
全
市
開
村
の
レ
ベ
ん
が
上
が
っ
て

い
る
か
が
分
か
る
と
患
い
ま
す
む

大
会
当
出
は
、
朝
早
く
か
ら
選
手
の
家
族
を
は
じ
め
、
村
議
会
議
員
ら
大

勢
が
応
捜
に
か
け
つ
け
、
走
る
選
手
た
ち
に
治
遵
か
ち
力
強
い
声
援
を
お
く

り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
裂
に
村
就
業
改
欝
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
解
毘
式
で
は
、

車
部
村
長
と
仁
井
田
村
体
背
協
会
長
が
選
手
一
人
ひ
と
り
に
記
念
メ
ダ
ル
を

贈
り
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

察
庁
誌
の
ゴ
i
ルで

思
簡
は
伎
の
定
り
を
み
せ
た
鈴
木
く
ん
の
ゴ
i
ん

γ

教
宥
長
作
一
小
山
林

υ

一畳一河口氏
μ

げ一港
任
命

教
育
委
員
一
本
竹
義
口
一
瞬
時

4 1A報たまかわ

さ
つ

関
根
忠
幸

日
月
訪
日
を
も
っ
て
、
任
期
満
子

を
退
任
致
し
ま
し
た
む

か
え
り
み
れ
ば
、
3
期
四
年
開
に

わ
た
れ
リ
本
村
の
教
育
行
設
を
担
当

し
、
そ
の
閥
、
泉
中
、
須
筆
中
の
改

築
事
業
に
た
ず
さ
わ
号
、
立
派
に
完

成
し
た
校
舎
の
姿
を
見
て
退
任
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

ガ
ツ
チ
リ
護
手

2 

コ

晴
天
、
微
風
の
絶
貯
の
日
和
な
か

午
前
S
時
5
分
に
第
一
走
者
の
女

子
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ー
区
の
小
林

路
子
(
泉
中
3
年
)
2
毘
の
小
林
祐

子
〈
向
2
年
〉
の
姉
妹
が
力
走
し
た
。

1
区
、
小
林
路
子
は
ス
タ
ー
ト
夜

後
、
凍
解
け
の
ぬ
か
る
み
に
足
を
と

ら
れ
転
部
し
、
後
続
の
選
手
に
背
中

を
踏
ま
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
み
ま
わ
れ
た
が
、
持
ち
前
の
気

力
で
貯
金
と
韓
関
し
、

2
誌
の
抹
ヘ

タ
ス
キ
を
渡
し
た
。

2
区
、
小
林
祐
子
は
伎
一
間
部
位
、
3

区
小
林
浩
一
一
(
自
大
東
北
高
1
年
)

は
間
部
位
と
い
う
快
走
で
、
総
合
瓶

投
で
も
幻
位
、
ま
で
押
し
上
げ
た
。

中
盤
で
も
7
区
の
岩
谷
唯
義
(
東
京

精
工
)
が
ほ
関
幻
泣
、
吉
区
で
も
草

野
敏
史
(
泉
中
2
年
)
が
区
間
お
位

と
ね
ば
与
を
み
せ
た
。

最
終
日
区
辻
、
玉
川
川
村
の
エ
i
ス
鈴

木
篤
(
ヨ
大
東
北
高
2
年
〉
が
区
間

弘
一
位
、
村
の
部
3
控
と
い
う
素
晴
ら

し
い
走
り
で
巻
き
返
し
を
み
せ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
全
力
で
痕
定

し
、
昨
年
よ
り
も
時
間
で
も
日
分

話
秒
短
縮
、
頼
位
で
4
佼
ア
ッ
プ

し
た
。昨

年
と
今
年
で
ホ
ッ
プ
、
ス
テ

ッ
プ
む
そ
し
て
来
年
で
の
ジ
ャ
ン

プ
〈
飛
躍
)
が
期
待
で
き
る
結
果
で

あ

っ

た

。

溝

井

)

つ

問
月
刊
m
B村
長
室
に
お
い
て
、

小
林
豊
寄
氏
〈
部
議
・
議
時
〉
と

大
竹
義
明
氏
(
布
殻
・
岩
法
寺
〉

に
対
し
村
長
か
う
村
教
奇
委
員
の

任
命
撃
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
、
最
初
の
教
育
委
最
会
で

教
育
長
に
ぶ
林
豊
弓
氏
を
任
命

(
新
在
)
し
ま
し
た
a

再
氏
は
、
在
態
満
了
に
伴
う
改

選
に
よ
り
、
先
の
臨
時
議
会
に
お

い
て
同
意
さ
れ
た
も
の
で
、
関
根

忠
幸
氏
は
、
打
丹
時

5
を
も
っ

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

感
じこ

れ
も
皆
様

の
お
陰
で
ご
ざ
い

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
髄
か
ば
か
り
の
土
地
を

耕
し
な
が
ら
、
村
氏
と
し
て
村
づ

く

り

に

協

力

し

い

っ

玉
川
村
の
限
り
な
い

様
の
ご
健
勝
を
お
析
与
申
し
上
げ
退

任
の
ご
挨
拶
と
い

っ
人
づ
く
り
の
め

最
善
を
尽
し
ま

日
丹
の
村
臨
時
議
会
に
お
い
て
問

い
た
だ
き
、
同
訪
日
付
を
も
っ

し
ひ
し
と
身
に
感
じ
て
い

す。
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
「
入

づ
く
り
」
は
、
必
ず
将
来
の
村
発
展

の
涼
動
力
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
託

う
た
め
に
は
、
い

が
一
体
と
な
り
、

く
り
を
と
り

ま
く
諸
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
患
い
ま
す
の
で
、
村
氏

の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
、
最
善
を

つ
く
し
て
取
り
込
ん
で
参
り
ま
す
c

人
生
の
た
そ
が
れ
を
溜
え
て
い
る

私
で
す
が
、
最
後
の
仕
事
と
覚
悟
し

て
職
務
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
ち
ま
す
よ
ろ

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い

3 
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回
⑭
日
以

4 

⑭
%
笥
叩
W

司
叫
虫
色
忌

今
年
も
日
月
包
日
の
老
人
作
品
展
を
皮
切
り
に
玉

川
村
民
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

老
人
作
品
展
で
は
様
々
な
手
づ
く
り
の
作
品
が
出

品
さ
れ
、
お
年
寄
り
の

N

知
恵
袋
H

を
の
ぞ
い
た
気

が
し
ま
し
た
。
郷
土
資
料
震
で
は
貴
重
な
文
化
財
も

展
示
。
菊
花
展
で
は
見
事
な
大
輪
が
会
場
を
明
る
く

し
て
い
ま
し
た
。

泉
婦
人
会
で
は
バ
ザ
ー
も

ま
た
、
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
泉
婦
人
会
が

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
品
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
ゴ
ミ

を
少
な
く
し
て
地
球
環
境
の
保
護
に

役
立
つ
よ
う
と
い
う
自
的
で
行
わ

れ
、
文
化
祭
行
事
に
合
わ
せ
て
保
健

セ
ン
タ
ー
前
で
関
か
れ
ま
し
た
。

念
仏
踊
り

n
u
E
H
W
iヘ
ノ
ノ
ノ

E
文

ヱ
↑
ψ
市
i
/
耳
ハ

E
辻

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
花
展
と

念
仏
踊
り
和
紙
人
形
作
品
展
な
ど
が

開
か
れ
ま
し
た
。

和
紙
人
形
作
品
展
に
は
、
昨
年
と

今
年
行
っ
た
念
仏
蹄
り
人
形
教
室
の

受
講
生
ら
お
人
が
日
点
の
人
形
を
出

品
。
二
人
組
や
多
人
数
で
の
踊
り
の

様
子
、
立
て
ひ
ざ
で
の
座
踊
り
の
人

形
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
力
作
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。

作
品
展
で
は
審
査
も
行
わ
れ
、
塩

第2回

歩け、あるけ健康家族大会

歩いマ
圃11.;1:量Z圃

け
月

3
日
(
文
化
の
日
)

第

2
回
玉
川
村
歩
け
あ
る
け

健
康
家
族
大
会
が
、
役
場
駐

車
場
か
ら
福
島
空
港
公
園
ま

で
の
往
復

M
k
m
の
コ
i

ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
に
は
、
親
子

連
れ
や
婦
人
の
方
々
約
加
入

、
か
参
加
し
、
秋
た
け
な
わ
の

玉
川
路
を
満
喫
し
ま
し
た
。

大
会
の
様
子
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。

楽ト

何
が
当
た
る
か
な
、
お
楽
し
み

沢
英
子
さ
ん
(
南
須
釜
)
の
作
品
(
写

真
)
が
見
事
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

最
優
秀
賞
塩
沢
英
子
(
南
須
釜
)

優

秀

賞

添

田

ナ

カ

(

小

高

)

大
野
カ
ツ
(
南
須
釜
)

縫

慈

子

(

タ

)

。

玉川郵便局かう

郵政事業展クイズの答えを

発表します。

現在、使用されてい否普通

切手は、 32種類です。
応募者124人中、正解者10人

に、記念品をお贈りしました。

ますは、準備体操から
、ご7

村道 1-10号線の歩道は、この日はとてもにぎやかでした

歩く効用 ' 

歩くごとには、様々な効果があるよ

: うです。でも、一日摂りでは伺の効用

: もでてきません。大会をきっ力¥け、歩

; く楽しさを知り、無理せず毎自続ける

ととが大切です。

①運動不足でゆるみがちな筋肉を鍛え

強くします。それと同時に、筋肉を

養っている多くの血管も弾性をとり

戻し、数も増えます。

②肺の機能がよくなります。また、司

じ量の酸素を吸うのに少ない呼吸数

で済み、普段の生活にもゆとりがで

きます。

③心臓の働きを活発にし、体のすみす

みまで酸素をいきわたらせるので、

内臓の機能もよくなります。

:④余分な度下脂肪が燃焼して、心臓の

負担や高血圧の心配がなくなり 、ブ

口ポーシヨンが引き締まります。ス

タイルがよくなり、若々 しくなります。

⑤歩くために平衡を保ったり、精神面

で適度の緊張が得られ、イキイキと

した精神状態になりますc 心が活動

的になるためイライラなどがなくな

り、ストレスが解消されます。

戸

3 
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け
月
ロ
日
(
木
)
須
釜
小
学
校
に

お
い
て
、
玉
川
村
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
平
成
4
年
度
消
防
訓
練
(
模

擬
火
災
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
1
時
お
分
に
須
釜
小
学
校
職

員
室
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想

定
で
行
わ
れ
た
訓
練
に
は
、
消
防
団

員
別
人
、
須
釜
山
w

児
童
と
先
生
全
員
、

須
賀
川
広
域
消
防
署
員
ら
が
参
加
。

ポ
ン
プ
車
を
つ
か
つ
て
の
放
水
や
ス

ノ
ー
ケ
ル
車
を
利
用
し
て
の
救
助
な

ど
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
キ
ビ
キ

ビ
と
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
終
了
後
に
は
防
火
パ

レ
ー
ド
も
行
わ
れ
、
火
災
の
発
生
し

や
す
い
時
期
を
む
か
え
て
、
よ
り
一

層
の
火
の
用
心
を
村
民
に
訴
え
ま
し

た4
撤
収
も
ス
ム
ー
ス
に

広報たまかわ

勤労をたたえ32人を表彰
叩
番
へ
通
報

生

t

寸

統火ちか室田貝職釜須&
 

実
践
さ
な
が
ら

玉
川
村
商
工
会
が
主
催
す
る
平
成

4

年
度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
犯
人

に
双
里
商
工
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
、が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
に
は
「
私
の

人
生
・
私
の
経
営
」
と
題
し
て
(
株
)

吉
田
コ
ー
ポ
ー
レ
l

シ
ヨ
ン
代
表
取
締

役
吉
田
末
男
氏
の
記
念
講
演
が
開
か
れ
、

受
賞
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

代表で謝辞を述べる大槻さん

6 

(敬
省
略
)

事業所名 氏名 事業所名 氏名

開片山ゴム福島工場 話萱秀和 東京特工(州 増子 11軍正

三〉 須田 'l 田島正夫

(利加 津 美 小林美津子 ク 矢吹勝信

駒木根工業 (掬 小林秋男 ク 瀧 川 国 光

今 矢吹 正 中棋精工側 鈴木清一

今 熊田栄 子 ク 関根純治

強力被1111工業側 鈴木富士江 'l 草 野義経

ク 関根和子 西 牧 司~ill 製 芳賀貞光

(有)小林建設 草 野 藤 樹 日本精密加工(布 吉 田 初 子

(布佐藤製作所 川田保秀 4シ 鈴木まさ子

寸ξ-皿IlIl 田 耳~~リ1p己 製 藁粥ヨシ子 福島富士附 大槻 先

備)鈴木建設 須 藤 光 夫 4シ 草野直一

鮒須藤ハー ネス 矢吹ヨシ 'l 面 川 秀 子

。 矢部博 重 福島双羽電機(掬 曳 地 則 泰

(掬玉川畜産センター 大和田春良 ク 舟山知 樹

東京精工附 坂本トシ子 (側安田縫製 大和田マサヨ

A児童が一斉に避難

b つ
ぎ
つ
ぎ
に
消
防
団
員
が
か
け
つ
け

放
水
準
備

4 

回

目|

Aスノーケル車で、ケガ人を救出
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平成4年12月広報たまかわ

玉川村長杯ゴルフコンペ第 6口

今
年
で
6
田
に
な
る
玉
川
村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

福
島
石
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
村
内
外
か
ら
間
人
が
参
加
し
、
和
気
あ
い

あ
い
と
フ
レ

1
0

表
彰
式
は
、
各
事
業
所
提
供
の
賞
品
な
ど
が
山
積
み

さ
れ
た
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
加
者
が

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

優

勝

小

林

功

(

中

)

準

優

勝

石

森

四

郎

一

(
山
小
屋
)

第
3
位

溝

井

賢

一
郎
(
小
高
)

ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
募
金
を
村
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

102人が参加

平成4年12月広報たまかわ

「
五
平
の
酒
」
が
大
人
気

む
ら
自
慢
・
ま
ち
自
慢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

郡
山
市
の
第
2
う
す
い
デ
パ
ー

ト
を
会
場
に
聞
か
れ
た
、
福
島
空

港
開
港
記
念

「む
ら
自
慢
・
ま
ち

自
慢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
玉
川

村
も
出
展
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は

村
物
産
振
興
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
の
ト
レ

1

ナ
ー
や
エ
プ
ロ
ン
、
ウ
ー
ロ
ン
茶

や
し
い
た
け
・
二
黄
卵
な
ど
を
出

品
。
な
か
で
も
「
五
平
の
酒
」
は

人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
の
ぬ
い

ぐ
る
み
も
登
場
し
、
村
を

P
R
し

ま
し
た
。

優
勝
の
賞
品
は
、
重
一
ぞ
う
/

お
仕
事

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す

「
勤
労
感
謝
の
日
」
を
前
に
、

泉
保
育
所
と
い
ず
み
幼
稚
園
の
子

供
た
ち
が
役
場
を
訪
れ
「
お
仕
事

ご
苦
労
さ
ま
で
す
!
」
と
、
円
谷

助
役
と
佐
久
間
収
入
役
に
花
束
を

贈
り
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
円
谷
助
役
は
「
ど
う
も
あ
り
が

と
う
。
み
な
さ
ん
も
元
気
に
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
」
と
お
礼
を
述

べ
、
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
お

菓
子
を
手
渡
し
ま
し
た
。

8 

玉
川
村
の
か
お
り
を
全
国
の

方
々
に
送
り
た
い
で
す
ね
。

草
野
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

フ
ラ
イ
ト
農
業
標
語

石
川
地
方
広
域
営
農
団
地
協
議

会
が
、
福
島
空
港
を
利
用
し
た
フ

ラ
イ
ト
農
業
へ
の
意
識
を
高
め
る

た
め
募
集
し
た
標
語
で
、
草
野
亀

雄
さ
ん
(
岩
法
寺
)
の
作
品
が
見
事
・

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、

「
ふ
る
さ
と
の
か
お
り

そ
の
ま
ま
空
の
使
」

第

4
号
棟
を
着
工

玉
川
団
地

(
岩
法
寺
)
で
起
工
式

村
営
住
宅
玉
川
団
地
第
4
号
棟

の
起
工
式
が
岩
法
寺
字
蕨
問
地
内

の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
車
田
村
長
を
は
じ
め

施
行
業
者
の

(資
)
城
野
組
(
石
川

町
)
城
野
政
勝
社
長
な
ど
工
事
関

係
者
ら
が
出
席
し
、
工
事
の
無
事

完
成
を
祈
願
。

第
4
号
棟
は
、
既
に
建
設
さ
れ

て
い
る
第
3
号
棟
の
南
側
に
来
年

8
月
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

建
物
は
3
階
建
で

3
L
D
K
が

ロ
戸
、

2
L
D
K
が
6
一
戸
の
計
四

戸
か
ら
な
り
、
来
年
9
月
か
ら
の

入
居
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

福島県統計協会長表彰
添田さんとっそ野さんが受賞

二本松市で関かれた第42回福島県統計協会総会の席上、多年

にわたり統計業務に尽くされた方々への表彰が行われました。

本村では、永年、統計調査員として協力をいただいている添

田義政さん(小高)と大野好利さん(南須釜)へ、県統計協会

長から感謝状と記念品が贈られました。
添田義政さん大野好利さん

9 



ダ
まちづくりの“心"を

子供や孫に贈り届ける

と贈り物と

お互いの力でまちづくり

子供や孫への

平成4年12月

調著者紹介麗

萩原茂諮(はぎわら しげひろ)

1929年北海道旭川市生まれ。屡TEi義塾大学程済学

部卒業。経営コンサルタント時代から地域開発・

ふるさとづくりを手がける。現在、 「自本ふるさ

と塾jを主宰し、まちづくりのプランナーとしで、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計画などの策定{こ携わる。蓮沼門三社会教育賞

受賞。著書に「手づくりのふるさとJ 、「臼本人と

まちづくリ」、「レッツ・ラブ運動の震関」、「第四

の教育~ふるさと教育"'Jなどがある。

広報たまかわ

戸籍手数料令の一部が改正され、戸籍謄本等の交

付手数料が平成 5年 1月 18から下記のとおりに改

定されます。

歩けあるけ大会から

@
生
ゴ
ミ
収
集

年
内
は
立
月
お
日
(
金
)
が
最
後

で
す
口
来
年
は
1
丹
5
日
(
火
)
か

ら
収
集
し
ま
す
口

@
し
尿
汲
み
取
り

立
月
日
日
(
火
)
受
付
分
ま
で
年

内
に
処
理
し
ま
す
。
来
年
は
1
月
5

日
(
火
)
か
ら
平
常
通
り
受
付
ま
す
。

危
険
物
の
販
集

泉
地
区
は
立
月
お
日
(
土
)
に
収

集
。
須
釜
地
区
は
ロ
月
灯
日
(
日
)

に
収
集
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
降
は

出
さ
な
い
で
下
さ
い
。
来
年
1
月
1

日
・

2
日
は
収
集
し
ま
せ
ん

D

中
学
を
卒
業
し
た
恵
子
が

世
界
一
周
の
旅
ヘ

私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、
一
一
一
男
坊

が
中
学
を
卒
業
し
、
十
六
才
に
な
っ

た
昭
和
五
十
四
年
の
春
の
こ
と
で
す
。

「
世
界
一
一
期
を
や
り
た
い
」

と
言
い
ま
し
た
。
息
子
は
中
学
時
代

の
夏
休
み
に
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
で
日
本
一
周
を
や
り
遂

げ
、
日
本
の
素
晴
ら
し
き
を
、
肌
で

感
じ
と
り
、
次
の
目
標
に
世
界
一
腐

を
も
く
ろ
ん
だ
の
で
す
。

人
生
な
ん
で
も
の
は
、
畳
の
上
で

も
危
険
は
あ
る
と
い
う
気
持
ち
か
ら

息
子
を
信
じ
て
、
私
も
家
内
も
O
K

の
サ
イ
ン
を
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
間
、
息
子
は
世
界

各
地
で
働
き
な
が
ら
四
十
か
国
を
回

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、
分
厚

く
膨
れ
上
が
っ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
抱

え
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

パ
リ
で
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ボ
l
イ
に

400円

②除籍の謄抄本 700円

証明事項 11'牛

300円

証明事項 1件

400円

1通

l通

③戸籍に記載した事項に関する証明

④除籍に記載した事項に関する証明

①戸籍の謄抄本
自
衛
隊
で
は
、

2
等
睦
・
海
・
空

士
(
男
子
)
を
募
集
し
て
い
ま
す

0

・
試
験
期
日
毎
日
(
司
曜
・
士

躍
・
祝
祭
日
を
除
く
)

@
試
験
場
自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡

部
郡
山
募
集
事
務
所

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は

郡
山
募
集
事
務
所
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

2
0
2
4
9
1
詑

i
1
4
2
9等手

潜
り
込
ん
だ
り
、
中
近
東
の
動
乱
の

銃
砲
の
下
も
く
ぐ
っ
た
よ
う
で
す
。

ア
フ
リ
カ
で
学
ん
だ

「
ま
ち
日
つ
く
り
は
人
叫
つ
く
り
」

息
子
が
ア
ブ
ワ
カ
に
着
い
た
と
き

の
手
紙
の
最
後
に
こ
う
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。

『
い
ま
ア
フ
リ
カ
で
一
番
必
要
な
こ

と
は
、
物
や
お
金
を
送
る
こ
と
で
は

な
い
。
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
を
助
け

る
人
を
送
り
出
す
こ
と
だ
と
思
い
ま

私
は
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
、
ハ
ッ

と
な
り
ま
し
た
。
子
供
だ
、
子
供
だ

と
思
っ
て
い
た
彼
が
、
「
国
づ
く
り

は
人
づ
く
り
」
、
つ
ま
り
、
「
ま
ち
づ

く
り
は
人
づ
く
り
」
と
実
体
験
の
中

か
ら
感
じ
と
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

私
は
こ
の
こ
と
を
こ
れ
ま
で
声
を
大

に
し
て
叫
ん
で
き
ま
し
た
。
だ
が
、

そ
う
簡
単
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い

場
合
が
多
い
の
で
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
ね
、
国

や
県
か
ら
い
か
に
金
を
と
っ
て
く
る

か
だ
よ
」

あ
る
ま
ち
の
市
長
は
、
顔
を
し
か

め
て
、
そ
う
い
い
ま
し
た
。
愚
息
で

す
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
「
国
づ

く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う
命
題
を
、

感
じ
と
れ
な
い
で
い
る
こ
と
に
悲
し

く
さ
え
な
り
ま
し
た
。

書類 1件

300円

300円

1， 300円

1通

1 J麗
⑥上質紙を用いた受理証明書

(婚姻・離婚・養子縁組・養子

離縁又は認知の届出)

①届出・申請の受理又は届番その

他の書類の記載事項の証明書
平
成
4
年
ロ
月
初
日
(
日
)
午
前

2
時
に
、
他
市
町
村
へ
の
電
話
通
話

が
数
分
間
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
石
川
、
棚
倉
局
に
お
い

て
新
し
い
交
換
機
へ
の
取
替
工
事
を

行
、
つ
た
め
で
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。詳

し
く
は
「
N
T
T
石
川
庖
お
客

さ
ま
サ
ー
ビ
ス
担
当
」
ま
で

m
M
0
1
2
0
(
お
)
3
5
3
0

子
供
の
心
意
気
に

白
線
を
合
わ
せ
よ
う

こ
ん
な
し
ご
く
当
然
の
こ
と
が

う
ま
く
運
ば
な
い
理
由
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
が
、
子
供
た
ち
ゃ

孫
た
ち
に
反
映
し
て
い
な
い
か
ら

で
す
口ま

ち
づ
く
り
が
か
け
声
だ
け
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
要
因
の
一
つ
は
、

こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

N

い

ま
の
若
い
者
は
H

庁
い
ま
の
子
供
た

ち
は
u
と
い
う
紋
切
り
型
の
考
え
が

障
害
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
前

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
子

供
た
ち
ゃ
孫
た
ち
へ
と
、
つ
な
げ

て
い
く
も
の
だ
か
ら
で
す
。
と
す

れ
ば
、
子
供
た
ち
ゃ
若
者
を
需
頼

し
な
い
で
受
け
継
い
で
い
け
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
口

人
生
も
、
企
業
も
、
ま
ち
づ
く

り
も
、
す
べ
て
後
に
つ
な
ぐ
た
め

に
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

若
者
た
ち
を
外
見
か
ら
判
断
す
る

の
で
は
な
く
て
、
そ
の
心
意
気
に

目
線
を
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
は
、
子
供
た
ち

ゃ
孫
た
ち
を
信
頼
し
、
わ
た
し
た

ち
の
心
を
贈
り
届
け
る
こ
と
だ
と

い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 ⑦届書その他の書類の臨覧

10 

ロ
月
は
全
国
一
斉
の
脱
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
運
動
推
進
月
間
で
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
粉
じ
ん
は
、

私
た
ち
の
生
活
や
健
康
に
様
々
な
影

響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め

環
境
庁
で
は
「
紛
じ
ん
の
発
生
を
防

止
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
地
域
を
指
定

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
年
4
月
か
ら

禁
止
地
域
で
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使

用
し
た
違
反
者
に
は
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
を
終
了
し
ま
す

11 

今
回
で
「
お
互
い
の
力
で
ま
ち

づ
く
り
」
の
連
載
を
終
了
し
ま
す
。

尚
、
こ
の
連
載
は
(
社
)
日
本

広
報
協
会
が
一
冊
の
冊
子
に
ま
と

め
た
も
の
を
引
用
し
ま
し
た
c

冊
子
を
購
入
希
望
の
方
は
岱

G

3
(
3
4
3
2
)
1
8
3
1ま
で
。

ま
た
は
、
広
報
係
ま
で
。



平成4年12月広報たまかわ

村 の よ う す
(4年11月1日現在)

a園 田 自h

団r1，698戸(-2) 

童書
注
意

7，658人 7)

3，783人(-3) 

3，875人(-4) 

お誕生おめでとう
ございます

( 11月届出分)

出生児氏名 保護者名

関根千恵 照義
のぷひと

矢吹信仁 幸太郎

相 楽 聡 美

大越類太

大木由希子

石井翼

おくやみ
申し上げます

孝

夫

浩

吉

行

勝

区

辺

主主f
I問

岩法寺

甫須釜

四辻新自

づ'

品川
U

4
1
J
 

!
 

1
 

・E
E
-
E
a

，，，

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

三

万

⑧
川
辺
の
坂
本
茂
勝
さ
ん
か
ら

二

万

円

@
第
六
田
村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
実

行
委
員
会
か
ら
九
万
二
百
五
十
円

@
南
須
釜
の
大
野
重
和
さ
ん
か
ら

二

万

円

さ
ん
か
ら

万

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

@
南
須
釜
の
小
山
田
健
男
さ
ん
か
ら

三

万

円

@
南
須
釜
の
大
野
福
一
さ
ん
か
ら

@
竜
崎
の
佐
藤

( 11月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

坂本佐市 86 茂

佐藤吉

小山田金徳

大野佐

勝

男

マサヨ

健

干高

63 

78 

92 

65 

大野セキ

大 野 辰 雄

区

辺

竜 崎
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